










永之介は、 「農民に対する観念」 （ 『農民の幸福』 、国際出版株









寄や女手で辛うじてつくつた米を「聖戦完遂」の至上命令で二番米 はてまでもぎ取られて来た農民が、戦終つた今になつても、凡ゆる商品のなかで最も安い値段 供出した上に、なおかつ疎開者や買出人に貢ぐ余裕などあるはずがない。今日の都会人の空腹は、農民の強慾によるもの なく、逆に農民を踏台として強行された侵略戦争によるもである。
　
戦争によって変わった都会人のイメージに反して、現実の農





































地を取り上げられたことにあった。その結果、夫は病死。 「六兵衛にいぢめぬかれて来た」にも拘わらず、その財力と権力に頼らざる 得ないの 「地主 たいする人格的服従まで余儀なくさせる」 （ 『戦後日本農業史』 、新日本出版社 一九九六年九月二〇日） 主制の特徴故のことである。　「梟」の書き手は、 一六年後、 農村の戦争後遺症を扱った「なつかしい山河」 （ 『改造』第三三巻第七号、 一九五二年五月一日）を発表する。戦争終結を挟んでどのような変化が生じたのか、或いは生じなかったのか。　舞台は、終戦直後の、鳥海山を遠望する出羽丘陵 麓、雄物










































































は父無し子であったのをキンが貰い受けて育てた養子だったが、一〇歳になった秋、実母のスギに連れ去られ曲馬団に売られてしまった。紆余曲折 経て子供連れで清風館の女中をしていたところまではわか が その後の消息は不明なのだった。　
キンは一夜を警察署で過ごした後、小説の表舞台から退く。








の番人が「もぐり産婆」に仕事をさせるというのも、皮肉の効いた設定であろう。小説が、八重子が警官たちに向かって「またいつでも用あつたら呼ばつて呉れせ」と叫んだところで結ばれているのは故のないことではない。 「鶯」においては、農村の実態にそぐわない法の綻びが、或 は法で裁ききれな 農村の貧しさが、さりげなく掬 上げられて るのである。　
警察署という設定は、 『警察日記』 （小説朝日社、一九五二年
一二月二〇日）の「後記」に、 「鶯」では素描 程度 とどまつた農民の苦い胸の底を、十分にたたいてみたい、田舎町の警察署の調室や留置場にうごめく農民 姿を、まる
刻ママ
りに描き出



















になり、辰治郎へ籾摺の依頼 殺到する 睡眠不足が続たある日、例によって午前二時頃帰宅した辰治郎 異変が起きる。嘔吐、各部の激痛、そして意識不明。医者は、極度の過労による脳膜下出血と診断、絶望を仄めかし　
倒れて五日目頃、泣いているキセを薄ぼんやり見ていた辰治




後の混乱と、暇なく痛めつけられてき 日本 農村に 機械化の波という新たな問題が生じた。これは農民 救世主然とした趣を帯びている点が厄介で、借金地獄の危険性を隠蔽しつつ、作業の合理化や負担の軽減化を謳う。　
農地改革によって自作農となったが故の悲劇である点が、
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れに近い故郷」に帰った は、シンガポール陥落直後の春のこと。 伯母の養子勇四郎 の結婚が予定され たからであった。しかし、勇四郎は出征、ある吹雪 夜 、戦死の公報が入る。雪代は悲嘆にくれ、物思いに耽る日々が続いた。　
やがて終戦。雪代の家にも、妹鈴江や弟英二が帰ってきた。










とれていたのはほんの一時期で、終戦とともに村に男たちが戻ると娘たちの居場所は再びなくなった。 「雪代とその一家」 には、そうした時代の転変に翻弄される農村の娘の厳 い青春が臨場感を以て描かれているのであ 。　
その一方で村に縛り付けられた女性もいたことを伝えるの
































化の陥穽、女性の立場と労働負担の変質、といった歴史化し難い戦禍とも言うべき〈戦後〉的問題と、 〈戦中〉 ・ 〈戦後〉を通じて変わらない農村の貧しさ、封建性、強かさ 普遍的問題の両面が映し出されている。　
永之介は、 「田舎に住んで」 （ 『東北文学』第一六巻第七号、
一九四六年七月一日）の中で、農村に親近感を覚える理由の一つとして、 「社会の基本的な階級としての農民を尊敬する私の根づよい観念」を挙げている。また 描く対象 して、知識階級や俸給生活者は 最も下積み 苦悩を嘗め ゐる農民ほどに、私の心を引くもので なかつた」し、 「農村の中 居り、農民の身近くにゐると ふことだけで、心 落ちつきを感じてゐる。 」 とも述べて る。 農民に向けるこう た敬意や愛情こそが時代の推移に伴う変化を的確に捉えながらもそ 底流にある不
変を凝視し続けることを実現せしめた最大の要因であったに違いない。　
日本の近代文学は、西洋文学の強い影響下に出発した結果、
主として個人的・内面的テーマの追求に勤 むこととなった。それに対し、永之介の農民文学とは、日本の近代文学が等閑視してきた前時代の面影を濃厚に宿す農村に、或いは集団としての農民に、日本及び日本人 本来の姿の一面を見出そうとする試みだったのではな か。さらには、戦後、農村を捨てたり農村から追い出さ て都市の住民となった元農民たちや彼らの子供たちは、永之介 描いた農村世界と果 て無縁な か。そうした文脈に立てば、伊藤永之介作品群の内に、 〈戦前〉 ・ 〈戦中〉 ・〈戦後〉という区分を超えた連続性を想定することも可能となるだろう。注１
　「文学的自叙伝」 （ 『新潮』 、一九三九年二月一日、後、 『作家の手帖／新選随筆感想叢書』 、金星堂、一九三九年六月二五日、所収）
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普通、 『警察日記』 （小説朝日社、 一九五二年一二月二〇日） 、 『続警察日記』 （角川書店、一九五五年八 二〇 、 『新警察日記』（新潮社、一九五五年九月三〇日）に収録された作品群を総称して「 」と言う。
　
９
　
本文中の記載による。
　
10　「秋田から東海道への便り」 （前掲『農民の幸福』 ）参照。
（秋田県立大学教授
　
平成元年度修了生）
